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1、研究主題について 

 1−1 経緯 

    2部会はこれまで問題解決の能力を育成するために、導入、予想・仮説等に焦点をあて

て研究してきた。しかし、令和 5年度、伊橋先生の長期研修の成果報告を受け、新たな切

り口で理科教育の充実を図れると考えたため、伊橋先生の研究を引き継ぐことにした。ま

た、6月の印教研理科研究部研究員集会で講師の鳥海雅弘主席指導主事からのご指導を受

け、研究主題と仮説を設定した。 

 1−2 主題について 

    TIMSS2019の質問紙調査によると、「理科の勉強は楽しい」と回答している児童が 9割

強となっており、国際平均を上回っている。しかし、平成 30 年度の全国学力・学習状況

調査の結果より、「理科の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えま

すか」の肯定的回答は約 6 割、「将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたいと思い

ますか」の肯定的回答は 3 割以下となっている。これらのことから、理科の楽しさを感じ

ている児童は多いが、理科の学習が生活や将来につながっていることを実感している児童

が少ないことがわかる。よって本研究では、理科教育を通して、有用感を高めていきた

い。なお、本部会で考える有用感は、「自分の将来につながる」「自分の生活につなが

る」ことをイメージしている。 

 1−3 副題について 

TIMSSの調査結果からは、理科の学習が自分の将来と結びついていると考える児童・生

徒の割合は高くはないことがわかる。しかし、実際の社会では、私たちの生活の大半が科

学技術によって支えられている。また、理科の学習で学ぶものの見方や考え方は、様々な

職種において役立つ場面があるだろう。これらのことを児童・生徒に意識させるために

は、理科におけるキャリア教育の充実という視点が有効なのではないかと考える。文部科

学省『小学校キャリア教育の手引き＜改訂版＞』によると、キャリア教育で育成すべき力

として、分野や職種に関わらず、社会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる能力を構

成した、「基礎的・汎用的能力」が以下の表のように 4つ示されている。これらの能力を

身につけた児童の姿も以下の表のように捉えることで、キャリア教育の視点が理科の授業

の充実にも繋がるのではないかと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「自分の将来につながる理科教育の在り方」 

〜キャリア教育の視点を取り入れた理科教育の充実〜 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（伊橋 辰弥「自己の将来につながる理科教育の在り方 

   ―キャリア教育の視点を取り入れた、４年生「とじこめた空気と水」の指導を通して―」より一部抜粋） 

 

この表を基盤として、授業の立案から評価までを行い、キャリア教育の視点が理科教育

の充実や、有用性の実感に結びつくかどうかを今後検証していく。 

 

2、仮説について 

 ①キャリア教育の基礎的・汎用的能力を位置付けた授業計画を立案し、指導を工夫するこ

とで、できるようになったことや身に付いた力を児童自らが実感し、学習意欲が高まる

だろう。 

 ②単元に関わる科学技術やそれを扱う職業、日常生活上の具体的事例・現象等にふれる授

業を取り入れることで、学習したことを身の回りの科学技術や生活習慣、職業等と結び

つけて考えるようになり、理科の有用性を認識するとともに、自己の将来に向けた意識

が高まるだろう。 

 

3、研究計画 

令和 6年 8月                   紙上提案（印教研集会） 

令和 6年 9月〜令和 6年 12月    研究授業の立案と実践 

令和 7年 1月〜令和 7年 3月     研究授業の分析・評価 

令和 7年 4月〜令和 7年 6月     本提案の準備 

令和 7年 8月                   本提案（印教研集会） 


